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造を持ち，結晶異方性が小さく，臨界温度（Tc）が約 10 Kの超伝導体である．その Tcは高
圧の印加や元素置換により大幅に上昇することが報告されている．例えば，FeSeの Seを
Teに一部置換することにより，Tc は約 14 Kまで上昇する．さらに，カリウムを結晶中の
Fe2Se2層間へインターカレーションすることより，Tcは 30 K以上に上昇する．さらに鉄カ

















に改善される．本手法を用いて 3芯の鉄シース FeSe線材を作製し，Tc-onset ＝ 11 K，輸送
臨界電流密度 Jc = 588 A/cm
2を達成した． 
 次に，より高い Jcを実現するために，比較的高い Tc ~ 14 Kを有する Fe(Te1-xSex)を用い
た線材作製を試みた．先行研究では，「線材コア結晶内での相分離」が問題となっていたが，
そこに構造相変態 PIT 法を応用することで，相分離を起こさない Fe(Te1-xSex)超伝導線材の
作製（Tc = 12.1 K）に成功した．さらに，出発原料組成を最適化することで，「超伝導を阻
害する結晶内の過剰鉄量の抑制」にも成功し，最適化した Fe(Te0.4Se0.6)線材において最高
の Tc ＝ 13.5 Kを達成した． 






た．KFe2Se2は，Fe(Te1-xSex)のような過剰鉄侵入による超伝導特性の低下が無く，Tc > 30 K
を有する高温超伝導体であるが，大気中で不安定な Kを含むため，有効な線材化プロセス
は報告されていなかった．そこで，構造相変態 PIT法を KFe2Se2に適用し，比較的簡単に Tc 
＝ 29.1 K を有する KFe2(Se0.92S0.08)2線材を作製することに成功した．しかしながら得られ



















 第 2章では，実験手法および原理，実験機器に関して記述する． 
 第 3章では，鉄カルコゲナイド系超伝導線材の先行研究の問題点を明らかにし，本研究
において開発した構造相変態 PIT 法の詳細を記す． 
 第 4章では，構造相変態 PIT法を用いて作製した FeSe超伝導線材の超伝導特性を評価し，
構造相変態 PIT法の有用性を示す． 
 第 5章では，構造相変態 PIT法により作製した Fe(Te1-xSex) 超伝導線材の超伝導特性を評
価し，Fe(Te1-xSex)系における過剰鉄量と超伝導特性・異方性の相関を議論する． 
 第 6章では，構造相変態 PIT法により作製した KFe2Se2超伝導線材の超伝導特性について
示す．また，KFe2Se2多結晶における結晶構造安定性を議論する． 
 第 7章では，FeSe 多結晶体における超伝導特性，磁性，結晶構造のグレインサイズ依存
性を調べ，結晶構造の不安定性について議論し，さらに鉄カルコゲナイド系線材において
より高い Jcを達成するための条件を提案する． 
 第 8章では，本研究を総括し，今後の課題と展望について記述する． 
 
